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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月11日(2013.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気機械の回転子（１６）を磁化する方法において、
　止めリング（２６）に収納された回転子スピンドル（１８）の周囲に非磁化異方性永久
磁石セグメント（１９）のアレイを組み付ける工程と、
　前記非磁化異方性永久磁石セグメント（１９）による複数の最適磁化配向方向を判定す
る工程と、
　前記非磁化異方性永久磁石セグメント（１９）による前記最適磁化配向方向が、磁化固
定具（１２）により発生される複数の磁束線と整列するように、前記組み付けられた非磁
化異方性永久磁石セグメント（１９）を前記回転子スピンドル（１８）の周囲に位置決め
する工程と、
　前記非磁化異方性永久磁石セグメントを磁化するために、最適パルス持続時間の間パル
ス直流により、前記磁化固定具（１２）を励磁する工程と、
を含み、
　前記パルスの最適持続時間は、前記止めリング（２６）の厚さ、透磁率および抵抗率の
関数であり、
　前記最適持続時間は、次式で表される方法。
【数１】

　ここで、ＴRISEは最適持続時間、ＴRRは止めリングの厚さ、μは透磁率、ρは前記止め
リングの抵抗率である。
【請求項２】
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　前記励磁工程は、最適の長さの時間にわたり前記磁化固定具（１２）に電源を電気的に
接続する工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パルスの最適持続時間だけ前記磁化固定具（１２）を励磁することは、前記止めリ
ング（２６）に最適に磁束を浸透させる請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記止めリング（２６）の厚さは、前記止めリング（２６）の電気的表皮厚さの約１０
分の１より小さい、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記止めリング（２６）は、強度の強い金属で形成されている、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記永久磁石セグメントの前記最適磁化配向方向は、前記磁化固定具によって生成され
る磁束の方向にほぼ整列されている、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記組み付ける工程は、前記非磁化永久磁石セグメントを前記磁化固定具に位置決めす
る前に、前記非磁化永久磁石セグメントを前記金属リングに収納された回転子スピンドル
上に円状に組み付ける工程を含む、請求項１に記載の方法。
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